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ようやく学校が再開されました。生徒のみなさんがうれしそうです。 

先生もうれしそう。 

私も、やっぱりうれしい。学校に生徒がいる。 

あたりまえのそれがうれしい。 

再開された先週、校門で立っていると、ニコッとほほえんであいさつができる。 

校内を歩いていると、生徒のみなさんがあいさつをしてくれます。 

気持ちのある挨拶はとてもうれしい。 

あたりまえのことなのだけども。それがよい。 

あたりまえといえば、 

新型コロナ肺炎の影響で、世の中は変化しました。ピンチになりました。 

みんなマスク姿。消毒して、手を洗って。並ぶ時は間を開けて。 

自分を守るため。家族や、大切な人を守るために。命を守るために。 

これまで気にしなかったことが、そうではなくなりました。変わった。 

でも、それでも変わらないものがあるはずです。 

それは何でしょうか…。 

『学ぶ』ということ。これは絶対変わらない。 

あなたがた学生にとって最も重要な目的は、学ぶことです。 

毎日、学校に来て、学ぶことです。 

とにかく今日も何かを学んで、 

昨日より少しでも、１ミリでも、紙１枚分でも、成長してください。 

成長をめざしてください。 

成長するから、喜びがふえる。 

喜びがふえると、人にもやさしくなれる。 

人にやさしくなれると、他の人からもやさしくされる。 

やさしくされると、「ありがとう」と言える。 

「ありがとうと」言えたら・・・ 

自分が成長していることに、気づくことができます。 

そのチャンスが、学校にあります。 

さあ、今日も昨日より、１ミリでも、紙１枚分でも、成長していきましょう。 

コロナのピンチを、学校で成長のチャンスに変えていきましょう。 
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